
33．地域の魅力を高め、人が集まる活気に満ちたまちづくりの拠点として（仮称）海津スマートＩＣ及び周辺道路の整備 ○

　

・線形不良区間の解消
　普通自動車の車線内での走行が困難な箇所を解消することにより走行性・安全性の向上を図る。
　　

・普通自動車が車線内で走行可能となるよう改良を行う。
　(改良率)＝{改良済区間(箇所数)/改良予定区間(4箇所)}×100%

百万円 百万円 百万円 百万円 百万円

Ａ　地方道路整備事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業 道路 率 備考

種別 種別 団体 間接 主体 種別 (基本) H27 H28 H29 H30 H31
33-221-A1 道路 一般 海津市 直接 海津市 市町村道 改築 0.55 230
33-221-A2 道路 一般 海津市 直接 海津市 市町村道 改築 0.55 26
33-221-A4 道路 一般 海津市 直接 海津市 市町村道 改築 0.55 23

合計 279

Ｂ　関連社会資本整備事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業 率 備考

種別 種別 団体 間接 主体 (基本) H27 H28 H29 H30 H31

合計 0

番号 備考

Ｃ　効果促進事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業 率 備考

種別 種別 団体 間接 主体 (基本) H27 H28 H29 H30 H31

合計 0

番号 備考

Ｄ　社会資本整備円滑化地籍整備事業

事業 地域 交付 直接 備考

種別 種別 対象 間接 H28 H29 H30 H31 H32

番号 備考

全体事業費
（百万円）（面積等）

一体的に実施することにより期待される効果

事業実施期間（年度）

事業実施期間（年度）

一体的に実施することにより期待される効果

番号 事業者
要素となる事業名
（事業箇所）

事業内容
市町村名

事業実施期間（年度）

重点計画の該当

0.0%
効果促進事業費の割合

Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
Ｄ

0

最終目標値中間目標値
アウトカム指標の現況値及び目標値

市町村名

市町村名

道路拡幅L=160ｍ

事業内容

事業内容

海津市

(様式第２) 社 会 資 本 総 合 整 備 計 画 （ 活 力 創 出 基 盤 整 備 ） 平成28年 3月 3日

平成27年度～平成31年度

事業実施期間（年度）市町村名

（延長・面積等）

（延長・面積等）

省略

省略
工種

0

（延長・面積等）

交付対象事業

要素事業名

Ｂ

－

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）

279
Ａ

海　津　市

（Ｈ31末）（Ｈ27当初） －

100.0%

備考

0%

計画の名称

計画の期間

計画の目標

計画の成果目標（アウトカム指標）

交付団体

当初現況値
アウトカム指標の定義及び算定式

スマートIC本線整備L=350ｍ
道路拡幅L=160ｍ 海津市

海津市

279
Ｃ

海津34421号線

　市域北部を通過する東海環状自動車道に設置される(仮称)海津ＰＡへのスマートインターチェンジを整備し、東海環状自動車道を通じた地域間連携強化による地域産業の強化、高速道路へのアクセス性向上によ
る観光誘客や地域活性化、大規模災害時の支援ルートの確保などを推進する。

一体的に実施することにより期待される効果

省略 要素事業名

工種

要素事業名

全　体
事業費

(百万円)

全　体
事業費

(百万円)

0

工種

海津33268号線
海津33086号線

全　体
事業費

(百万円)

事業内容


